



AI（人工知能）倫理ポリシー テンプレート
[bookmark: _heading=h.30j0zll]注記：この倫理ポリシー（方針）テンプレートの作成が完了したら、この導入ページ部分は削除してください。
このテンプレートは誰が使用すべきですか 
業務でAIを使用しているあらゆる組織が対象です。例えば、事務処理の効率化、個別に最適化されたマーケティングキャンペーン、資金調達活動の改善、あるいはデータ管理の強化といった業務にAIを利用している場合などです。
より高度かつ複雑な方法でAIを活用する場合は、AIの倫理的な利用に関して職員を確実に保護し、適切に指導するために、「6. 追加の指針」にある条項を利用することを検討してください。

なぜAI（人工知能）倫理ポリシーが必要なのですか？
AI（人工知能）倫理ポリシーを策定することで得られるメリットは以下の通りです。
· 業務でAIを利用する際の選定、使用、および安全性に関して、職員の義務（責務）に対する意識を高めます。
· それぞれの職員に対し、組織が何を期待し、何を許可するのかについて、明確な理解を与えるのに役立ちます。
完了するには少し労力が必要ですが、長期的な利益をもたらし、リスクを軽減し、組織の情報を安全に保つための職員の責任を明確に示します。
テンプレートの完成方法
本AI（人工知能）倫理ポリシーテンプレートは、適用が想定されるトピック例で構成されています。あなたの団体の具体的な要件に応じて、トピックの追加や削除を行い、自由にカスタマイズしてご活用ください。 
テンプレートを完成させる手順：   
1. 文書全体にわたり、「手引き」と示されたガイダンス（指針）が表示されます。このテキストは、内容を確認・編集した後、必ず削除してください。この手引きは、テンプレート作成を支援する目的で追加されたものであり、最終的な文書には残さないようお願いいたします。
2. Microsoft Wordの「置換」機能を使用して、[組織名]を検索し、あなたの団体名に置き換えてください。 
a. Wordの「ホーム」タブのリボンから、「検索」のドロップダウンメニューを開き、「置換」を選択します。「検索と置換」ダイアログボックスが開き、「置換」タブが選択された状態になります。 
b. 「検索する文字列」フィールドに[組織名]と入力します。
c. 「置換後の文字列」フィールドにあなたの団体名を入力します。 
d. 「すべて置換」をクリックします。[image: ]

3.  [ 角括弧 ] 内の項目は、貴団体の具体的な文言に置き換えてください。 
4. 他のポリシーへの言及がある箇所では、貴団体に適用される別のポリシーへのリンクなどを挿入してください。 
5. テンプレートの作業が完了したら、この導入部分のページを削除してください。
6. 最後に、以下の手順で目次のページ番号を更新してください。 
a. 目次上で右クリックします。 
b. 表示される小さなメニューから、「フィールドの更新」を選択し、次に「ページ番号だけを更新する」を選択します。 
[image: ]

その他のヒント 
· この倫理ポリシーが形骸化し、利用されずに終わることを避けるためにも、常に更新・活用される文書にしましょう。具体的な方法として、全職員に対し、コンプライアンス活動の一環として年次レビューを実施・計画すること、そして管理職に対し、日常の会議や議論の中でこの方針を取り上げ、活用するよう奨励することを検討してください。 
· 効果的なポリシーを作成するために、形式ばった書き方や回りくどい言い回しは一切必要ありません。簡潔で平易な文章を使用し、IT利用者や管理者が、方針の意図や手順の実行方法について混乱する可能性を減らしましょう。
[bookmark: _heading=h.1fob9te]注記： テンプレートの完成後、この導入部分のページを削除してください。
[bookmark: _heading=h.3znysh7]免責事項
このテンプレートに含まれる情報は、一般的な指針を提供することを唯一の目的としています。Infoexchangeは、本情報の正確性、最新性、または信頼性に関して、いかなる表明や保証も行いません（明示的、黙示的を問わず）。Infoxchange、その利用者（エンドユーザー）、および代理人は、本ドキュメントで提供される情報または助言に基づき生じたいかなる損害についても、一切の責任を負いません。




[bookmark: _heading=h.9ybvakwbb83b][ここに貴団体のロゴを挿入]
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[bookmark: _heading=h.ltncls29k18b]
1 はじめに
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。本文書の概要と目的に関するテキストを挿入してください。
本AI（人工知能）倫理ポリシーは、当団体[組織名]がAI技術を倫理的かつ責任ある形で開発、導入、運用するために確立した基本原則、指針、および実行規範を網羅します。AI技術の進化に伴い、それが当団体の多岐にわたる業務領域に組み込まれる中、本ポリシーは、すべてのAIシステムが透明性と説明責任を伴う方法で利用されることを保証します。これにより、すべてのステークホルダーとの間に確固たる信頼関係を構築・維持することを目指します。本ポリシーの目的は、以下の事項を実現するための包括的な枠組みを提供することです。

· AI技術の倫理的かつ公正な利用を推進する。
· AIによる意思決定プロセスにおける透明性と説明責任（アカウンタビリティ）を確保する。
· AIシステムで処理されるデータのプライバシーとセキュリティを保護する。
· AI利用に伴うリスクを低減しつつ、同時にその利益を最大限に活用する。
· [組織名]の価値観とミッションに合致するAIイノベーションを促進する。

本ポリシーを遵守することで、当団体[組織名]は、AI技術を活用し、業務効率の向上、利用者体験の改善、組織の成長を促進します。その際、倫理的、安全、かつ個人の権利を尊重する方法でこれらを推進します。
[bookmark: _heading=h.htlzaoy8mv8a]2 本ポリシーの適用範囲
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。 本文書の適用範囲に関するテキストを挿入してください。
本ポリシーは、日常業務においてAIを活用する、[組織名]の全職員、ボランティア、理事会メンバー、契約業者、パートナー、契約・派遣職員、コンサルタント、および権限を与えられた代理人のすべてに適用されます。これには、AIシステムの開発、導入、管理、および利用が含まれます。
[bookmark: _heading=h.k4caxpaeh12u]3 基本原則
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
本原則は、本倫理ポリシーの作成元であるオーストラリア政府のAI倫理原則に準拠しており、AI の倫理的利用、透明性、および説明責任を伴う利用の概要を示し、データ保護を確実にするとともに、責任あるAI利用に必要な教育を提供します。さらなる資料は、「7.4 関連文書」に記載されています。
[bookmark: _heading=h.8korlzqx0w43]3.1 倫理的な利用
· コミュニティのプライオリティとコアバリュー（すなわち、公正性と非差別、プライバシーの尊重、包摂性、および持続可能性：7.4 関連文書 参照番号1）を反映した倫理的指針を遵守すること。
· AIの出力結果に含まれる偏り（バイアス）について精査すること。AIシステムは、学習に用いるデータに依存するため、生成されたデータセットに内在するバイアスを助長し、特に社会的に弱い立場にあるグループに対して不公平な結果をもたらす可能性があります。
· AIの採用に際しては、人間中心の方法でのみ使用されることを保証すること。この原則は、職員が技術を監督し、その利用に関する最終決定権を持ち、AIが新たなバイアスを生み出したり、既存のバイアスを悪化させたりしないことを確実にするものです。
[bookmark: _heading=h.lmvbnp2butst]3.2 データ保護
· 非公開情報（すなわち、機密情報または個人情報）を、公開AIモデル（例：ChatGPTやOtter.aiなど）や、これらのサービスが提供する機能と共有しないことを徹底すること。
· データ保護法および業界標準を遵守しているか、AIシステムを定期的に確認すること。大量の個人情報を扱う際には、特に多くの場合ステークホルダーである社会的に弱い立場にある人々のプライバシーとセキュリティを確実にするため、厳格な措置が必要です。
· データが、団体のデータ保護ポリシーと法的要件、ならびにデータ共有に関して「個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）」に準拠して、保管および処理されることを確実にすること。
[bookmark: _heading=h.9g7v178ciymh]3.3 透明性
· AIシステムがどのように使用されているか、およびAIが支援する意思決定の内容を、すべてのステークホルダーに対し明確に伝達すること。
· AIが生成したコンテンツは、公開前に必ず事実確認と検証を行うこと。多くのAIシステムは、その意思決定プロセスが不明瞭であり、NPOの重要な活動における説明責任（アカウンタビリティ）の点で課題となるためです。
[bookmark: _heading=h.hon27angi55]3.4 説明責任（アカウンタビリティ）
· AIに関連する意思決定に対する責任者が誰であるかを明確に定義し、その者が法的な影響を理解していることを確実にします。
· 人間による監視と倫理的な配慮を含む、倫理的意志決定のための指針を作成します。
· AIが職員および外部ステークホルダーに与える影響を定期的に評価し、必要に応じてポリシーを調整します。
[bookmark: _heading=h.6lv5sbe9yg56]3.5 教育と研修
· 全職員がAIツールを責任を持って倫理的に利用する方法を理解できるように、研修セッションを提供します。
· プロンプト（指示文）の作成手法や、AIの回答を事実確認する方法など、最良の実行規範（ベストプラクティス）を体系化した共有ガイドブックを作成します。
· 教育的な取り組みを通じて、AIがもたらす利益と課題についての意識向上を促します。
[bookmark: _heading=h.oc30ghdxwu1u]4 責任あるAI利用のための職員指針
[bookmark: _heading=h.j59bwh66tifv]手引き：このセクションは、AIポリシーを実行するための推奨される具体的な指針（ガイドライン）です。貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
4.1 AIの能力と限界の把握：AIで何ができるか、何ができないかを把握します。AIは意図されたタスクにのみ使用し、人間による監視なしにAIに過度に依存することは避けます。
4.2 データプライバシーとセキュリティの遵守：AIに入力するデータが匿名化され、十分に保護されている状態を確保します。団体のデータセキュリティポリシーを厳格に遵守します。
4.3 倫理的な配慮の徹底：AIの応答に含まれる潜在的な偏り（バイアス）の存在を常に認識し、当団体の倫理基準に沿った方法でのみAIを利用します。
4.4 AI出力の検証と承認：AIが生成した成果物（出力）は、使用する前に必ず正確性と業務との関連性を確認し、正式に検証・承認します。
4.5 問題点の報告義務：AIに関連する懸念事項は、すべて経営層またはIT部門に速やかに報告します。また、最良の実行規範（ベストプラクティス）を常に更新するため、研修セッションには積極的に参加します。
[bookmark: _heading=h.m5e5ko3ejrbs]5 ポジティブなAI文化を醸成するための経営層向け指針
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
5.1 協力的な環境の整備：職員が、必要なサポートとリソースを得てAI活用を試行できるよう奨励します。AIソリューションは、利用可能かつ包摂的であり、障害のある人々やテクノロジーリテラシーが限定的な人々を含む、多様な利用層に対応できるようにします。
5.2 不安と懸念への対応：テクノロジーの利用について率直かつ建設的な対話を行い、AIの利用が[組織名]の方針に沿っており、人間中心であることを確実にします。
5.3 明確なポリシーと手順の確立：倫理的指針やデータ保護措置を含む、AI利用に関する明確なポリシーを策定し、周知徹底します。
5.4 研修とリソースの提供：倫理的なAI利用に関する定期的な研修を提供し、公正性、説明責任、透明性、プライバシーといったテーマを網羅します。その際、現実の事例（ケーススタディ）を用いて成功例と課題を説明し、継続的な参照のためにこれらの事例をリポジトリ（保管場所）として維持します。
5.5 AI利用の監視と評価：AI利用を監視し、ポリシーを改善するために職員からのフィードバックを収集する仕組みを導入します。
5.6 透明性と説明責任の推進：AIの運用が透明であることを確実にし、明確な役割と責任を割り当てます。
5.7 データの保護：強固なデータセキュリティ対策を実施し、データ取り扱い実務を定期的に監査します。職員に対し、データセキュリティの最良の実行規範（ベストプラクティス）に関する研修を行います。
5.8 AIの活用分野：まずは、潜在的な支援者や協力団体の調査、必要な文書の検索、定型的な問い合わせ対応など、時間と労力を要する業務上の重要な課題に対しAIの利用を開始します。これにより、組織の効率を高め、職員が他の活動に注力できる余力を生み出します。 
5.9 AIのパイロット導入：職員と外部ステークホルダーによる評価を伴う、小規模かつ期限を区切ったAIの試作品（プロトタイプ）から開始します。正確性とバイアスを厳格にチェックし、フィードバックに基づいて反復的に改良を加え、倫理的かつ効果的な導入を確実にします。
5.10 法的遵守：すべてのAIアプリケーションが、「個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）」など、関連する日本の法令および規制を遵守していることを確実にします。

6 [bookmark: _heading=h.s3dpn1c9ouar]追加の指針
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
このセクションは任意の項目であり、[組織名]がAI機能や特徴を持つアプリケーションを利用している、またはその利用を検討している場合の要件に対処するものです。
AIシステムの評価と承認
6.1 AIシステム評価の基準：AIシステムが正確な出力を生成していることを確保するため、実際のデータに対する定期的なテストと検証を実施し、事業への適切なリスク/リワードのバランスに沿って（例：NIST AI RMF 1.0の信頼性基準など）正確性を維持・向上させます。
6.2 AIシステムと利用ケース（ユースケース）の承認：AIシステムおよびその利用ケースを承認するための明確な手順を確立します。この手順では、AI技術の利用、開発、および調達の各側面を考慮に入れます。また、信頼性、拡張性、および効率性を確保するため、質の高いデータで学習され、AIの運用に最適化された基盤（インフラストラクチャ）を持つシステムを採用します。
6.3 責任と安全性を考慮した構築：AIの導入と運用が、責任と安全性の原則に基づいて行われることを確実にします。徹底した偏り（バイアス）と有害性の評価を実施し、安全性の問題を特定するために外部の専門家と連携します。当団体は、プライバシー、セキュリティ、包摂性、信頼、安全性を重視するAI技術を推進します。また、AIの限界を積極的に克服し、性能と安全性を継続的に改善していきます。



リソースおよびリスク管理
6.4 知的財産権（IP権）の遵守の確保：画像、動画、または音声コンテンツを生成する場合、ソリューション提供者が、アーティストの公正な扱いや知的財産権の尊重を含め、法的な補償を提供していることを確認します。
6.5 コンプライアンス体制の評価：すべての生成AIの利用について、内部ポリシー、適用される法令、および規制との整合性を確保するため、コンプライアンス体制を定期的に評価します。
6.6 AIのリスクベース分類：組織全体のリスクプロファイルに基づき、AIシステムとその利用ケースをリスクの度合いに応じて分類するアプローチを採用します。特に高リスクに分類されたAIシステムや利用ケースに対しては、その目的に合致した適切な管理体制と監視（監督）を導入します。
6.7 ハイブリッドAIアプローチの採用：独自のAIモデルと外部のサードパーティAIモデルを動的に組み込むハイブリッドなAIアプローチを採用します。高品質な結果を確保しつつ、サードパーティAIプロバイダーが許可なく利用者データを利用してモデルを改善・学習しないことを確実にするため、モデルを定期的に評価し更新します。
6.8 インシデント対応：AI利用に関連する問題や違反に対処するためのインシデント対応手順を導入します。その手順には、明確に定義された役割と迅速な解決手順を含め、将来的なリスク低減に役立つよう詳細な文書化を行います。

職員研修 
6.9 AIに関するフィードバックの仕組み：継続的な改善のために、AIツールを利用している職員から知見や経験を収集するための定期的なアンケート調査やフィードバックセッションを実施します。また、AIの性能向上と利用者満足度の向上に役立つ具体的な洞察を得るため、テクノロジーベンダーとの定期的な意見交換の場を設けます。
[bookmark: _heading=h.8288oi4u4j2v]7 ポリシーのガバナンス
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
[bookmark: _heading=h.mve4nb56xucj]7.1 役割と責任
· AIの利用に関する役割と責任は、内部および外部の意思決定能力、機能、役割を含め、明確に定義し文書化します。
· AIシステムの導入と管理に関わるすべてのチームメンバーは、自身の職務を明確に理解し、AI技術が倫理的に、かつ当団体[組織名]の目的と価値観に沿って使用されることを保証する責任を負います。
[bookmark: _heading=h.nlwa5wl6hk1m]7.2 AIポリシーのレビュー
本ポリシー文書は、[貴団体がレビューの頻度を定義する（例：年次）] でレビューされ、常に最新の状態を保ち、[組織名]の要件を満たし続けるために、必要に応じて更新されなければなりません。
[bookmark: _heading=h.kea7rj1w1dxx]7.3 承認と署名
特に断りのない限り、本ポリシーは承認された日付より効力を発します。

本ポリシーは、以下の者によって承認され、署名されました。
 
	文書詳細

	文書名
	［本ポリシーの承認済み名称を挿入］

	バージョン
	［現在のバージョンを挿入］

	作成者
	［本ポリシーを作成した担当者の氏名と役職を挿入］

	レビュー実施者
	［本ポリシーをレビューした担当者の氏名と役職を挿入］

	承認者
	［本ポリシーの承認者の氏名と役職を挿入］

	承認日
	［年月日を挿入］

	発効日
	［年月日を挿入］

	次期レビューまでの期間
	［期間を挿入］

	次期レビュー予定日
	［年月日を挿入］



本ポリシーは、上記に示された期日をもってレビューの対象となり、それ以降は無効となる可能性があります。ポリシーの利用者は、必ず最新の有効なバージョンを参照していることを確認してください。

[bookmark: _heading=h.8qkv9emp9v2d]7.4 関連文書
手引き：このセクションは、貴団体の具体的な目的や要件に合わせて内容を適宜修正してください。
本ポリシーと関連性を持つ文書を以下に示します。
	参照番号
	文書名
	バージョン
	作成者

	1
	[bookmark: _heading=h.m2fm9bvunrf]PricewaterhouseCoopers (no date) Artificial Intelligence, PwC. Available at: https://www.pwc.com.au/services/artificial-intelligence.html 
	
	

	2
	Kanter, B. et al. (no date) 8 steps nonprofits can take to adopt AI responsibly (SSIR), Responsible AI for Nonprofits: Smart, Ethical Ways to Use New AI Technology. Available at: https://ssir.org/articles/entry/8_steps_nonprofits_can_take_to_adopt_ai_responsibly 
	
	 

	3
	Directors, I. of C. (no date) Help sheet: Artificial intelligence and governance frameworks, Institute of Community Directors Australia (ICDA). Available at: https://www.communitydirectors.com.au/help-sheets/artificial-intelligence-and-governance 
	
	

	4
	Department of Industry Science and Resources (2022) Australia’s AI Ethics principles, Australia’s Artificial Intelligence Ethics Framework | Department of Industry Science and Resources. Available at: https://www.industry.gov.au/publications/australias-artificial-intelligence-ethics-framework/australias-ai-ethics-principles 
	
	

	5
	National Cyber Security Centre (2023) Guidelines for Secure AI System Development. Available at: https://www.cyber.gov.au/resources-business-and-government/governance-and-user-education/artificial-intelligence/guidelines-secure-ai-system-development 
	
	



[bookmark: _heading=h.vtxc0muwb097]7.5 文書変更履歴

	バージョン
	変更内容
	レビュー実施者
	承認者
	日付

	1.0 
	  
	  
	  
	  

	  
	  
	  
	  
	  


[bookmark: _heading=h.9ku5gsaxje1j]8 付録：略語と定義
	用語
	定義

	説明責任（アカウンタビリティ）
	個人または組織が、自身の活動について説明し、その責任を受け入れ、結果を透明な方法で開示する義務のこと。

	アルゴリズム
	AIシステムに与えられる一連の規則や命令であり、タスクを実行したり問題を解決したりする方法を学習するのに役立つ。

	 AI（人工知能）
	機械、特にコンピューターシステムによる、人間が持つ知能プロセスのシミュレーションのこと。このプロセスには、学習（情報およびその利用規則の獲得）、推論（規則を用いて概算または明確な結論に達すること）、および自己修正が含まれる。

	ベストプラクティス（最良の実行規範）
	望ましい成果を達成するために、効果的かつ効率的であると広く受け入れられている確立された方法や技術のこと。

	バイアス（偏り）
	データやアルゴリズムに導入されるシステマティックなエラーであり、多くの場合、特定のグループに不利益をもたらす不公平な結果を引き起こすものである。

	コンプライアンス
	AIの利用とデータに関する法令、規制、および組織の方針を遵守すること。

	データセキュリティ
	個人データを不正なアクセス、利用、開示、中断、改ざん、または破壊から保護するために実施される措置およびプロセスのこと。

	倫理的なAI
	公正性、透明性、説明責任を備え、道徳的および倫理的な基準に合致した方法でAIシステムを設計、開発、導入する実践のこと。

	倫理的な配慮
	AIシステムとその影響を道徳的原則と価値観に基づいて評価することであり、AIが社会に積極的に貢献し、害を及ぼさないことを確実にすること。

	生成AI
	データで学習し、テキスト、画像、音楽、コードなどのコンテンツを生成できるAIの一種である。ユーザーとの対話に基づいて出力を継続的に学習し、洗練させていく。

	人間による監視
	倫理的かつ責任ある結果を確保するために、AIシステムの導入と利用において、人間の判断と介入を伴うこと。

	大規模言語モデル（LLM）
	テキストの認識と生成などを実行できる人工知能プログラムの一種。これらのLLMは、「大規模な」言語データセットを分析することによって機能する。

	非差別
	AIシステムが、特定の個人やグループ、特に社会的に弱い立場にある人々に対して不当な不利益をもたらさないことを確実にすること。

	リスキリング
	AI技術の影響を強く受ける、またはAI技術によって新たに創出される役割に移行するために、職員に新しいスキルを提供すること。

	ステークホルダー（関係者）
	AIシステムの成果に関心を持つ個人またはグループであり、職員、ボランティア、理事会メンバー、契約業者、パートナー、および組織がサービスを提供するコミュニティが含まれる。

	持続可能性（サステナビリティ）
	環境に配慮し、長期的に社会的に有益な方法でAIを利用する実践のこと。

	透明性（トランスペアレンシー）
	AIシステムの運用および意思決定プロセスを、ステークホルダーに対して明確で理解しやすいものにする実践のこと。

	アップスキリング
	AIが主導する経済において、職員が引き続き関連性を持ち、効果的に業務を遂行できるように、AI技術とスキルに関する研修を提供すること。
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